ハンドマイク原稿例（二十二日改定版）　　　　　　　　　　５月２４日　党県政策宣伝センター
●●のみなさん、こんにちは。日本共産党●●支部（後援会）です。この場所をお借りして、日本共産党の訴えをさせていただきます。よろしくお願いいたします。
　いま、マスコミ各紙の世論調査で、鳩山民主党政権の支持率は二十％台。中には十％台の調査もあります。まさに政権の末期という状態です。民主党への失望が国民の怒りに変わってきています。後期高齢者医療制度廃止の先送り、抜け穴だらけの労働者派遣法の改正、そして沖縄の米軍普天間基地の迷走など大事な問題で、民主党が国民を裏切り続けている根本には、財界中心、アメリカいいなりという日本の「二つの異常」の古い政治から抜け出せないことがあります。

「財界とアメリカにモノが言えない政治」をこのまま続けていいのか。ここに七月に予定されている参議院選挙の大きな争点があります。
　日本共産党は四月末から五月八日まで志位和夫委員長を先頭にアメリカを訪問し、米国務省日本部長と会談し、「米軍普天間基地の沖縄県内の移設では県民、国民の合意は絶対に得られない。無条件撤去しかない」と沖縄県民の思い、日本国民の声を率直に伝えました。米側は「見解は違っても、意見交換は有益だった」と積極的にこたえました。同じ時期、鳩山首相は、「海兵隊は抑止力」という幻想にとらわれ、沖縄にいって、「県内移設」の方針を公言し、激しい怒りにさらされましたが、二十三日には沖縄を再訪問し、アメリカとの「合意」にもとづいて、名護市辺野古に「移設」するとの意向を公式に表明しました。しかし、海兵隊は敵地に真っ先に上陸する「なぐりこみ部隊」です。沖縄の海兵隊は、今もイラクやアフガニスタンに部隊を送り、現地の人々の命を奪う先頭にたっています。日本を守る「抑止力」ではありません。
日本共産党は、不平等な日米安保条約を破棄して、対等・平等・友好な日米関係を築き、独立・平和の日本をめざしています。国民の利益に立って、アメリカに正面からモノをいい、現実政治を動かす政治をすすめる日本共産党を大きく躍進させてください。
財界との関係でも、日本共産党は、働く人々や中小企業を犠牲にしながら、一握りの大企業が肥太っていく仕組みを大本から変え、大企業の過剰な儲けや貯め込み金の一部を国民のくらしに還元し、ルールある経済社会をつくることを訴えています。こういうことは企業献金をもらっている党では言えません。民主党も、自民党も、みんなの党も企業からお金をもらっており、「法人税の減税」「消費税増税」を選挙公約としています。大企業に正面からモノの言える党を伸ばしてこそ、暮らしを守り、経済を立て直すことができます。
　みなさん。今、みんなの党など新党が次々に生まれ、自民や民主に代わる国民の「受け皿」になるとマスコミが報道しています。
しかし、きちんとごらんになってください。新党はみんな泥船となった自民党から抜け出した方たちがつくっているではありませんか。しかも掲げている公約も、自民党と同じ古い政治の政策ばかりです。
みんなの党の渡辺代表は、「民間でできることは民間に、地域にできることは地域にという構造改革をやっていかないといけない」と述べ、格差と貧困を広げた小泉改革をいっそうすすめようとしています。その中身は、公務員を削減し、住民サービスを削減することが中心です。また、消費税増税を公約にかかげ、「新憲法草案を取りまとめたい」と憲法改悪を狙っています。米軍普天間基地についても、渡辺代表は「沖縄辺野古への移設は国家間の約束」とし、「お手並み拝見」と発言するなど、国民の声に背を向ける無責任な態度を繰り返しています。こんな新党に政治を託すわけにはいきません。
みなさん、参議院選挙まであと一カ月です。比例代表は日本共産党と政党名を、よろしくお願いします。この地域では、新人のかわえ明美が活動しています。愛知選挙区は八田ひろ子元参院議員の国会秘書を六年間務め、豊田市で生まれ育った愛知の大型新人、もとむら伸子と候補者名でよろしくお願いします。愛知県民の声を国会に届け、すぐお役にたつことができます。
みなさん、日本共産党の「しんぶん赤旗」は、いまの世の中の真実がわかり、明日が見えるしんぶんです。激動する世界のいまが見えるしんぶん、「しんぶん赤旗」をこの機会にお読みください。毎日お届けする日刊紙は月二千九百円です。毎週一回お届けする、楽しくためになる日曜版は月八百円です。以上で、この場での訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。　　　　以上

